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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第45期
第２四半期
連結累計期間

第46期
第２四半期
連結累計期間

第45期

会計期間
自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年１月１日
至  平成24年12月31日

売上高 (千円) 10,428,923 11,094,615 14,464,185

経常利益 (千円) 1,593,348 1,932,861 823,406

四半期(当期)純利益 (千円) 1,314,872 1,274,801 759,310

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,341,111 1,384,781 849,020

純資産額 (千円) 10,885,923 11,689,355 10,393,831

総資産額 (千円) 19,082,988 19,856,173 20,772,219

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 184.15 178.54 106.34

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 57.0 58.9 50.0

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 5,148,870 5,311,546 1,197,753

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △193,867 △294,723 △461,032

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △3,277,528 △3,297,180 △585,115

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,338,759 2,534,496 813,792

　

回次
第45期

第２四半期
連結会計期間

第46期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 207.89 206.47

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出の持ち直しや政府の経済対策、金融政策などの

効果を背景に、企業収益の改善が雇用・所得環境の改善や投資の増加につながり、回復基調で推移したも

のの、長引く欧州債務問題が世界経済へ及ぼす影響などが懸念され、先行きは依然として不透明な状況が

続いております。

当社グループを取り巻く市場環境は、価格競争の激化、契約形態の変化に伴う厳しい受注競争等が継続

している中、官公庁からの受注依存度が高い当社グループとしては、依然として厳しい受注環境が続いて

いるものの、政府の大規模な平成24年度補正予算と平成25年度予算において、当社業務内容と関連がある

復旧・復興関連事業や防災・減災、社会基盤（道路や橋、堤防等）の老朽化対策等に重点配分されており

ます。

このような状況の中、安定的な経営を行うためには、組織の一体化・効率化等によりガバナンスを一層

強化するとともに、優秀な人材の養成・確保と技術の総合化・多様化・差別化を推進し、さらに社会ニー

ズや社会環境の変化にマッチした組織構造・事業構造・事業領域への転換を図ることにより、当社独自

のビジネスモデルを構築することが必要と考えます。

当社グループは、平成25年から平成27年までの新中期経営計画において、「イノベーションによる技術

革新・市場創生と経営の効率化」を掲げ、特に①これまでの技術開発の成果をもとにした市場創生・新

規事業の展開、②グローバル人材の育成、③コーポレートガバナンスの強化の3つの重要な経営課題に取

り組むことにより、強い経営基盤の構築と安定的な成長を目指しております。

当第２四半期連結累計期間(平成25年１月１日～平成25年６月30日)における連結業績は、受注高87億

４千万円（前年同四半期比1.0％減）、売上高は110億９千４百万円（前年同四半期比6.4％増）となり、

通期予想売上高153億円の72.5％を計上いたしました。これは当社グループの売上高が第２四半期連結会

計期間に集中する季節変動特性を有しているためであります。
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また、売上高の増加、工程管理の徹底、作業効率の向上による外注費、販売費及び一般管理費の削減によ

り、当第２四半期連結累計期間の営業利益は19億３千７百万円（前年同四半期比21.6％増）、経常利益は

19億３千２百万円（前年同四半期比21.3％増）となりましたが、法人税等の増加により、四半期純利益は

12億７千４百万円（前年同四半期比3.0％減）となりました。　

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。(セグメント間取引を含んでおります。)

　

(環境コンサルタント事業)

同事業は、当社及び連結子会社３社(新日本環境調査㈱、沖縄環境調査㈱、東和環境科学㈱)が行ってい

る事業であり、環境アセスメント及び環境計画部門、環境生物部門、数値解析部門、調査部門、環境化学部

門、気象・沿岸部門の６部門より構成されております。

売上高は72億２千８百万円（前年同四半期比3.9％増）、セグメント利益は９億５千５百万円（前年同

四半期比4.1％減）となりました。

　

　

(建設コンサルタント事業)

同事業は、河川部門、水工部門、道路部門、橋梁部門の４部門より構成されています。

売上高は35億２千５百万円（前年同四半期比10.3％増）、セグメント利益は８億８千８百万円（前年

同四半期比65.6％増）となりました。

　

　

(情報システム事業)

同事業は、システム開発及び画像解析等の事業を行っております。

売上高は２億７千９百万円（前年同四半期比20.2％増）、セグメント利益は３千７百万円（前年同四

半期比117.5％増）となりました。

　

　

(不動産事業)

同事業は、赤坂のオフィスビル、旧本社ビル等の不動産賃貸事業を行っております。

売上高は９千３百万円（前年同四半期比10.3％増）、セグメント利益は５千５百万円（前年同四半期

比33.6％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

資産合計は、前連結会計年度末と比べ９億１千６百万円減少し、198億５千６百万円となりました。流動

資産におきましては、主に現金及び預金の増加17億２千万円、受取手形及び営業未収入金の減少５億３千

４百万円、仕掛品の減少22億１千４百万円により、前連結会計年度末に比べ10億１百万円減少し、59億７

千４百万円となりました。固定資産におきましては、主に建物の減少１億１千１百万円、投資有価証券の

増加１億２千７百万円により、前連結会計年度末に比べ８千５百万円増加し、138億８千１百万円となり

ました。

(負債)

負債合計は、前連結会計年度末と比べ22億１千１百万円減少し、81億６千６百万円となりました。流動

負債におきましては、主に支払手形及び営業未払金の減少２億１千３百万円、短期借入金の減少29億円、

未払法人税等の増加５億５千４百万円、流動負債その他の増加７億２千６百万円により、前連結会計年度

末に比べ18億円減少し44億１千９百万円となりました。固定負債におきましては、主に社債の減少２億３

百万円、長期借入金の減少１億１千５百万円、退職給付引当金の減少８千７百万円により、前連結会計年

度末に比べ４億１千万円減少し、37億４千７百万円となりました。

(純資産)

純資産におきましては、主に利益剰余金の増加11億８千５百万円により、前連結会計年度末に比べ12億

９千５百万円増加し、116億８千９百万円となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度

末に比べ17億２千万円増加(前年同四半期は16億７千７百万円の増加)し、25億３千４百万円(前年同四半

期は23億３千８百万円)となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、得られた資金は53億１千１百万円（前年同四半

期は51億４千８百万円の収入）となりました。これは主として、税金等調整前四半期純利益19億３千２百

万円、非資金支出費用である減価償却費２億５千８百万円、売上債権の減少額５億３千４百万円、たな卸

資産の減少額22億１千４百万円、仕入債務の減少額２億１千３百万円、前受金の増加額７億３百万円によ

るものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、使用した資金は２億９千４百万円（前年同四半

期は１億９千３百万円の支出）となりました。これは主として、有形固定資産の取得による支出１億７千

８百万円によるものであります。
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(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、使用した資金は32億９千７百万円（前年同四半

期は32億７千７百万円の支出）となりました。これは主として、短期借入金の純減少額29億円、長期借入

金の返済による支出１億１千５百万円、社債の償還による支出１億８千９百万円によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財政上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当社グループにおける研究開発活動は、当社のみで行っております。当第２四半期連結累計期間におけ

る研究開発費の総額は、４千２百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,000,000

計 29,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,499,025 7,499,025
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

(注)
単位株式数  100株

計 7,499,025 7,499,025― ―

(注) 普通株式は、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

― 7,499,025 ― 3,173,236 ― 3,330,314
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成25年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

いであ従業員持株会 東京都世田谷区駒沢３丁目15番１号 845 11.27

新協栄管理株式会社 東京都世田谷区駒沢３丁目15番１号 409 5.46

田  畑  敦  子 東京都大田区 387 5.16

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 352 4.69

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２番１号 279 3.72

進  藤      勉 神奈川県鎌倉市 237 3.16

田  畑  日出男 東京都大田区 178 2.37

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 165 2.20

諸  岡  嘉  男 茨城県稲敷市 152 2.02

大阪証券金融株式会社 大阪府大阪市中央区北浜２丁目４番６号 140 1.87

計 ― 3,146 41.95

(注) １  所有株式数の割合は小数点第３位以下を切り捨てて記載しております。

２  上記のほか当社所有の自己株式358千株(4.78％)があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　358,800

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,133,100
71,331 同上

単元未満株式
普通株式

7,125
― 100株(１単元)未満の株式

発行済株式総数 7,499,025― ―

総株主の議決権 ― 71,331 ―

(注) １  「完全議決権株式(その他)」には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権10 個)含まれております。

２  単元未満株式には当社所有の自己株式32株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
いであ株式会社

東京都世田谷区駒沢
３丁目15番１号

358,800 ― 358,800 4.78

計 ― 358,800 ― 358,800 4.78

(注) 所有株式数の割合は小数点以下第３位を切り捨てて記載しております。

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、監査法人和宏事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 813,069 2,533,301

受取手形及び営業未収入金 1,307,370 ※
 772,731

有価証券 723 1,194

仕掛品 4,538,366 2,323,913

繰延税金資産 157,450 165,723

その他 158,977 177,824

貸倒引当金 △296 △169

流動資産合計 6,975,661 5,974,519

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 4,700,712 4,589,161

土地 6,916,452 6,916,452

その他（純額） 542,704 553,618

有形固定資産合計 12,159,869 12,059,232

無形固定資産 103,103 97,697

投資その他の資産

投資有価証券 613,458 740,689

繰延税金資産 192,574 142,120

その他 748,587 863,148

貸倒引当金 △21,034 △21,234

投資その他の資産合計 1,533,584 1,724,723

固定資産合計 13,796,557 13,881,653

資産合計 20,772,219 19,856,173

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 566,653 353,378

短期借入金 3,269,509 369,509

1年内償還予定の社債 378,000 392,000

未払法人税等 109,442 664,180

賞与引当金 72,137 88,980

受注損失引当金 27,526 28,286

その他 1,796,840 2,522,991

流動負債合計 6,220,109 4,419,327

固定負債

社債 683,000 480,000

長期借入金 462,459 346,555

退職給付引当金 2,643,417 2,555,754

役員退職慰労引当金 244,102 206,898

その他 125,299 158,282

固定負債合計 4,158,278 3,747,490

負債合計 10,378,388 8,166,817
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,173,236 3,173,236

資本剰余金 3,352,573 3,352,573

利益剰余金 3,966,761 5,152,310

自己株式 △138,951 △138,956

株主資本合計 10,353,620 11,539,164

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 37,980 139,957

為替換算調整勘定 2,230 10,233

その他の包括利益累計額合計 40,211 150,191

純資産合計 10,393,831 11,689,355

負債純資産合計 20,772,219 19,856,173
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 10,428,923 11,094,615

売上原価 7,212,234 7,555,834

売上総利益 3,216,688 3,538,781

販売費及び一般管理費 ※1
 1,623,784

※1
 1,601,206

営業利益 1,592,903 1,937,575

営業外収益

受取利息 1,277 1,532

受取配当金 4,000 2,798

受取保険金及び配当金 8,559 2,517

保険解約返戻金 6,413 5,621

その他 11,574 13,173

営業外収益合計 31,824 25,643

営業外費用

支払利息 25,023 20,482

持分法による投資損失 1,296 3,843

その他 5,060 6,032

営業外費用合計 31,379 30,357

経常利益 1,593,348 1,932,861

特別損失

貸倒引当金繰入額 3,700 －

投資有価証券売却損 1,621 －

特別損失合計 5,321 －

税金等調整前四半期純利益 1,588,026 1,932,861

法人税、住民税及び事業税 281,216 636,247

法人税等調整額 △8,062 21,811

法人税等合計 273,153 658,059

少数株主損益調整前四半期純利益 1,314,872 1,274,801

四半期純利益 1,314,872 1,274,801
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,314,872 1,274,801

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 25,186 101,977

為替換算調整勘定 1,052 8,003

その他の包括利益合計 26,238 109,980

四半期包括利益 1,341,111 1,384,781

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,341,111 1,384,781

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,588,026 1,932,861

減価償却費 276,993 258,483

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△
は減少）

△83,465 △124,867

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,844 16,843

受取利息及び受取配当金 △5,277 △4,330

支払利息 25,023 20,482

投資有価証券売却損益（△は益） 1,621 －

売上債権の増減額（△は増加） 932,358 534,639

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,544,800 2,214,452

仕入債務の増減額（△は減少） △160,444 △213,275

前受金の増減額（△は減少） 765,466 703,268

その他 317,749 76,453

小計 5,205,698 5,415,010

利息及び配当金の受取額 4,877 3,999

利息の支払額 △27,537 △22,390

法人税等の支払額 △53,093 △86,527

法人税等の還付額 18,926 1,454

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,148,870 5,311,546

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20,000 －

有形固定資産の取得による支出 △146,653 △178,688

無形固定資産の取得による支出 △9,651 △9,180

投資有価証券の取得による支出 △10,719 △5,000

投資有価証券の売却による収入 10,753 －

関係会社出資金の払込による支出 － △56,628

貸付けによる支出 △6,000 △27,265

貸付金の回収による収入 10,992 2,697

その他 △22,588 △20,659

投資活動によるキャッシュ・フロー △193,867 △294,723

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,900,000 △2,900,000

長期借入金の返済による支出 △116,986 △115,904

社債の償還による支出 △189,000 △189,000

自己株式の取得による支出 － △5

配当金の支払額 △69,945 △88,661

その他の支出 △1,597 △3,610

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,277,528 △3,297,180

現金及び現金同等物に係る換算差額 204 1,060

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,677,679 1,720,703

現金及び現金同等物の期首残高 661,080 813,792

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,338,759

※
 2,534,496

EDINET提出書類

いであ株式会社(E04795)

四半期報告書

16/22



【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　 前連結会計年度

(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間

(平成25年６月30日)

受取手形 ―　千円 1,974千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

　 前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日)

人件費 1,028,222千円 980,287千円
賞与引当金繰入額 18,553千円 24,943千円
退職給付費用 19,925千円 12,677千円
役員退職慰労引当金繰入額 14,198千円 13,136千円
旅費交通費 92,066千円 83,865千円
賃借料 47,138千円 48,233千円
租税公課 55,618千円 60,306千円
減価償却費 50,586千円 50,773千円

　

２  当社グループは、事業の性質上第２四半期連結累計期間に売上高が集中する傾向にあるため、通

常、第２四半期連結累計期間の売上高は第３四半期以降の売上高と比べ著しく増加する傾向にあ

ります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　 前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日)

現金及び預金 2,358,455千円 2,533,301千円
預入期間が３か月を超える定期
預金

△20,000千円 ―　千円

流動資産その他(有価証券) 304千円 1,194千円

現金及び預金同等物 2,338,759千円 2,534,496千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月29日
定時株主総会

普通株式 71,402 10.00平成23年12月31日 平成24年３月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月28日
定時株主総会

普通株式 89,252 12.50平成24年12月31日 平成25年３月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

　

EDINET提出書類

いであ株式会社(E04795)

四半期報告書

18/22



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

環境コンサ
ルタント事
業

建設コンサ
ルタント事
業

情報システ
ム事業

不動産事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,949,0403,192,453232,33355,09510,428,923― 10,428,923

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

8,073 5,320 ― 29,63443,027△43,027 ―

計 6,957,1133,197,773232,33384,73010,471,950△43,02710,428,923

セグメント利益 997,130536,32517,29041,8901,592,6362661,592,903

(注) １  セグメント間取引消去によるものであります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

環境コンサ
ルタント事
業

建設コンサ
ルタント事
業

情報システ
ム事業

不動産事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,225,9653,525,568279,24563,83511,094,615― 11,094,615

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

2,769 ― ― 29,63432,403△32,403 ―

計 7,228,7343,525,568279,24593,46911,127,019△32,40311,094,615

セグメント利益 955,782888,18837,61355,9601,937,54430 1,937,575

(注) １　セグメント間取引消去によるものであります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。　

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 184円15銭 178円54銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 1,314,872 1,274,801

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,314,872 1,274,801

普通株式の期中平均株式数(株) 7,140,201 7,140,194

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年８月９日

いであ株式会社

取締役会  御中

監査法人和宏事務所

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    髙    木    快    雄    印

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    嶋          豊    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているいで
あ株式会社の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成
25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年６月
30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結
包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、いであ株式会社及び連結子会社の平成25年６
月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報
告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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